
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

今
年
は
子
年 

 
 

校
長 

内
山 

晋 
 

「
新
」
は
、
今
ま
で
に
無
い
状
況
を
創

り
出
す
こ
と
を
意
味
す
る
漢
字
で

す
。
須
田
っ
子
が
本
来
も
つ
「
よ
さ
」

を
引
き
出
す
三
学
期
と
な
る
よ
う
、

一
つ
一
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
須
田

小
学
校
を
、
着
実
に
前
に
進
め
ま
す
。 

 

「
新
」
の
反
対
が
「
思
い
込
み
」 

 
 

 

今
、
前
作
以
上
の
ヒ
ッ
ト
映
画
「
ア

ナ
と
雪
の
女
王
２
」
は
、
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
か
。
子
供
だ
け
で
な
く
大
人

ま
で
楽
し
め
る
作
品
で
す
ね
。
と
こ

ろ
で
、
こ
の
作
品
の
も
と
に
な
っ
た

映
画
「
雪
の
女
王
」
は
、
今
か
ら
６０

年
以
上
前
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
と
し
て
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
作
品

構
成
で
し
た
。
そ
れ
は
、「
女
の
子
が

男
の
子
を
助
け
る
話
」
だ
か
ら
で
す
。

今
で
は
当
た
り
前
で
も
、
当
時
は
、

「
男
は
強
く
女
は
弱
い
」
が
前
提
で

し
た
。
こ
の
作
品
が
、
日
本
の
あ
る
青

年
の
心
の
眼
を
開
か
せ
ま
し
た
。「
と

な
り
の
ト
ト
ロ
」「
も
の
の
け
姫
」
等

の
作
品
を
生
み
出
し
た
宮
崎
駿
さ
ん

で
す
。
女
の
子
が
主
人
公
で
す
ね
。 

 

今
ま
で
気
付
か
な
い
「
よ
さ
」
に
眼

を
向
け
る
に
は
、「
思
い
込
み
」
を
壊

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
こ
こ
が
出
来
て
い
な
い
」
か
ら
「
な

ぜ
出
来
な
い
の
か
」
へ
、
さ
ら
に
「
何

を
す
れ
ば
い
い
の
か
」
ま
で
、
子
供
の

課
題
を
自
分
事
と
し
て
考
え
る
学
校

運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。 

思
い
込
み
や
見
落
と
し
へ
の
具
体
的

な
対
応
は
、
各
学
級
だ
よ
り
等
で
も
継

続
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
の
三
学
期
！ 

 
 

須
田
っ
子
の
限
り
な
い
成
長
を
目

指
し
、
六
つ
の
重
点
を
全
校
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
先
月
号
で
は
、
「
指
導

し
た
こ
と
は
、
子
供
の
成
長
に
結
び
付

い
て
い
る
」
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
冬
季
休
業
中
に
校
内
会
議
を
開
き

ま
し
た
。「
ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
か
」

を
中
心
に
話
し
合
い
、
指
導
の
均
一
化

を
図
る
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
手
入
れ
）」

を
行
い
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
中
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

「
時
間
の
迷
子
」
に
な
ら
な
い 

 

三
学
期
は
短
い
！
だ
か
ら
こ

そ
、
時
間
を
上
手
に
使
う
子
供
に

し
た
い
で
す
。
子
供
た
ち
に
は
、
①

「
め
あ
て
を
立
て
る
」
だ
け
で
な

く
、
②
「
何
の
た
め
に
す
る
の
か
」

も
じ
っ
く
り
考
え
る
よ
う
話
し
ま

し
た
。
「
ド
リ
ル
を
計
画
的
に
す

る
」
こ
と
で
、「
中
学
校
で
の
土
台

の
学
力
を
身
に
着
け
る
」「
学
習
習

慣
を
付
け
る
」「
家
の
人
に
頼
ら
な

い
」
等
、
学
年
差
や
個
人
差
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
③
「
自
分

を
信
じ
て
続
け
る
」
こ
と
を
伝
え

ま
し
た
。
そ
れ
が
自
信
で
す
。 

 

自
分
で
選
ぶ
「
生
ま
れ
年
」 

 

生
ま
れ
年
に
よ
っ
て
性
格
が
決
ま

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

自
分
の
よ
さ
や
あ
こ
が
れ
で
「
生
ま
れ

年
」
を
選
ん
で
、
近
付
く
気
持
ち
を
も

っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

令和元年度  須田小学校だより     令和２年 1 月 10 日（金） 
 

須田っ子 第11 号 

学校教育目標「すすんで心や体をすこやかにする子」 ･SU･ ･DA 

あけまして 元気です！  ～ 全校集合写真（2020 1 撮影）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                           

 
 

          

 

 

 

１月（正月）  

09 日(木)校内書き初め大会 
14 日(火)全校朝会(児童めあて発表) 

    がんばりタイム ～2月 20 日(木） 

20 日(月)校内書初展 ～2月 7日(金)   

元気アップ週間 ～1月 24 日(金) 

    給食週間    ～1 月 24 日(金) 

21 日(火)避難訓練(冬季の火災) 

２月（如月）  

6 日(木)校内版画展 ～2月 21 日(金)   

7 日(金)学習参観日・学級懇談会・学校評価説明会  

20 日(木)校内大縄跳び大会（３限）    

28 日(金)６年生を送る会（５限） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月（弥生） 

24 日(火)３学期終業式 

25 日(水)卒業証書授与式 9:20～10：40  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 

 
                         
 
 
 

  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感謝とまとめの三学期に 
      ～ ３学期の主な予定 ～ 

是非、学校での子供たちの姿を！ 

２月 7 日（金）学習参観日・学級懇談会 
◆日程・内容◆ 
１４：００－１４：４５ 参観授業 
１５：００－１６：００ 学級懇談会 
       （冒頭、学校評価説明会 TV放送） 
※ご案内及び学校評価説明会資料は後日配布。 
（令和２年度の主な学校行事予定の事前説明） 

2 月２８日（金）六年生を送る会(体育館) 
◆日程・内容◆ 

１３：４０－１４：４５（昼休み後半と５校時） 
 総合進行  ５学年児童 
 出し物   １、２、４学年児童 
 会場装飾  ３学年児童 
 プレゼント １～５学年児童 
 

※詳しい案内は後日配布します 
 

 

２月２０日（木）全校縄跳び大会(体育館) 
・１０：４０－１１：２５（３校時） 
※異学年交流グループと学年別の記録会です。 
 
※詳しい案内は後日配布します 
 

「六年生を送る会」の出し物 

平成３０年３月(６年生が４生時) 

保護者アンケート(令和元年１２月実施)への回答 
■【生活指導】相手が嫌がること、やってはいけないこと、しっかり指導してほしいです。子ども

が安心して過ごせるクラス、学校づくりをしてほしいです。 
→その場で即指導！配布した「須田小アンテナ」に基づき、些細なことでも状況を詳しく聞き、気

持ちと行為を分けて聞き取り指導を行います。また、道徳や学級活動を中心に、みんなが気持ち

よく過ごすにはどうしたらよいかを考える授業を行います。職員間で情報を確実に共有し変化

が見られるまで継続した指導を行います。 
■【学習指導】苦手意識をもった教科では、個人個人に対応していただけないでしょうか。 
→どの子も授業の中で生かされる授業づくりを行う。子供の理解を確かめながら、じっくり考え合

う授業づくりを進めています。教師の個別指導だけでなく、子供同士の「聞き合い教え合い」を

大切にしながら、「できた」「できる」自信が生まれる指導を行います。「Ｍｙ授業づくり」です！ 
■【学校行事】学校行事を日曜日にするともっと参加者が増えると思います。 
→２月の懇談会の折に、保護者の皆さんからのご意見もお聞きしながら、次年度の年間予定の参考

にしていきたいと思います。 
■【変更連絡】4 月に配付される年間行事予定表と日程が変わった場合、早目に教えてもらいたい。 
→メールによる連絡を行い、たより等でもお知らせします。 

「全校マラソン大会」 

平成２６年１０月(６年生が１年生時) 


